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． 長水支部教研報告 

例年 長水支部教研 講演会 科会 本立 実施

今年度 新型 ナウ 感

染拡大防止 影響 受け 第一回企画委

員会 日 科会 中止 決定

講演会 い 審議

後 ナウ 感染拡大第

一波 終息 待 具体的 検討

入  

． 諏訪支部教研報告 

９ 日 土 岡谷南高校 会場 諏訪支部教研 行わ

今年 ナ禍 あ 中学校 諏訪支部教研

多 支部 支部教研 中止 中 高校 諏訪教研

実施 危ぶ 自主研修 灯 消 い いう

先生方 思い 受け 何 開催 こ け  

 

． 松筑支部教研報告 

9 2 日(土) 本年度 活動テ

多様 学び 研究 松筑支部９

校 ン ン 繋 講演会 開催い

国立極地研究所南極 北極科学

館 サ エン ナビ タ ンテ

 川久保  氏 ク 交え

講演 頂  

． 高水 須坂支部教研報告 
記念講演 清泉女学院大学准教授 北村先生 願い 地域

方 いうこ 今後 期待 良い企画 思

う 各 科会 参加人数 少 意義 研究

会 規模 大 わ 実施 こ 大 感  

詳細 HP  

 



 長水支部教研報告                 

長水支部教文 務局長 宮下 夫 
 
例年 長水支部教研 講演会 科会 本立 実施 今年度 新型 ナウ

感染拡大防止 影響 受け 第一回企画委員会 日 科会 中止 決定 講演会 い

審議 後 ナウ 感染拡大第一波 終息 待 具体的 検討 入  
 10 ４日 日 信濃毎日新聞 教育

ム ン 連載中 心理 ウン

内 良子先生 ナ禍 対

児童 生徒 心 with ナ 学校生

活 開催 当日 高校会館別館

階 ブ ックビュ 会場

ZOOM ン ン 講演会

冒頭 新型 ナウ

新 い 態 い 話 講演会

タ ト 内 先生 実際 感

状況 交え ウ ナ 生

い時代 生 子 暮

心 大 項目 い 話

児童 生徒 不登校や自

殺 示 数字 推移 表や 不登

校 子 権利宣言 織 交 現場 教職員 理解 や い内容 話い 個人的

不登校 子 権利宣言 文面 衝撃的 苦 い状況 中 子 指 者 自 願い

言葉 様子 見え う 講演終了後 ブ ックビュ 参加 先生方 熱心 質問

予定時間 大 終了  
 ナ禍 科会 様々 企画 中止 え い状況 厳 い環境 中 ン ン

活用 講演会 長水支部教研 開催 こ 自体 大 成果 感 い  

 

 

 



 

諏訪支部教研             
諏訪支部教文 務局長 賀 剛志 

 

 ９月２６日 土 岡谷南高校 会場 諏訪支部教研 行わ ま た 今年 コ ナ禍 あ 中学校 諏訪支部教研

多 支部 支部教研 中止 中 高校 諏訪教研 そ 実施 危ぶま ま た 自主研修 灯 消

さ い いう先生方 思い 受 何 開催 つ ま た  

 コ ナ感染 避 た 多人数 集ま 全体会や講演会 実施 ませ た 午前中 教科別研究会 午

後 課題別研究会 行う ま た  

 教科別研究会 国語 理科 英語 家庭科 情報 校内 研究会 行い 社会科 尖遺跡 巡研 行いま た

コ ナ下 モート授業 あ 方 感染予防 考えた実習 方法 新指 要領 向 カ キュ ム 研究 今年

議論 進 ま た 午後 課題別研究会 図書館教育 教育条件整備 進路 研究会 行わ ま た  

 工業 商業 農業 各研究会や学校保健 研究会 別日 別会場 実施 ま た 各研究会 挙 た推薦

ポート つい 来年度 支部教研 併せ 来年度 県教研 提出さ ま  

 規模 あ ま た 自主教研 灯 来年度 つ 貴重 研究集会 成功させ た 事務局

感謝 いま  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



松筑支部教研           松筑支部教文 務局長 倉下 倫美 

 
9 2 日(土) 本年度 活動テ 多様 学び 研究 松筑支部９校 ン ン 繋 講演会

開催い  

ほ ！ う ―南極ク

チャ ン － 題 国立極地研究所南

極 北極科学館 サ エン ナビ タ

ンテ  川久保  氏 ク

交え 講演 頂 南極

いう遠い世界 起こ い 自然現象 始

柄 ワ ント

映像 共 話 い 大変好

評 南極 行 い！ いう感想 い

 

ン ン開催 あ 教文委員会

ン ン練習 回 個別 ン ン練習

回 前週 土曜日 学校 通信確認 日

前 講師 方 越 い 本番 ン ン練習 直前 県立高等学校情報通信ネットワ

ク 替え あ 不 抱え 本番 無 開催 こ 多 方々 協力 あ こ 思い

開催 当 本部 い い 相談 乗 い 感謝い  

今後各研究会 ナ禍 活動 行え う 務局 支援 い い 思い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高水 須坂支部教研       
             

高水須坂支部教研 9 月 26 日 土 須坂東高校 会場 開催 新型コロナウイル 感染症第 2 波
下 実際 会 話 大事 思い 実施 決 会場校や実行委員 参加者
協力 感染防止対策 安全 教研開催 実施  

午前中 課題別分科会 3 分科会 午後 教科別分科会 7 分科会 実施 分科会参加数 33

名  

記念講演会 講師 北村千章 清泉女学院大学看護学部 招 小児医療 進歩 変化
子 現状～医療 教育 協働～ 題 講演 い  

講演 北村 小児医療 進歩 変化 子 現状 紹介 医療 教育現場 教職員

協働 今度益々必要 言わ 医療 進歩 医療的ケア児数 10 年間 2 倍 増え
い 在宅人口呼吸療法 受 い 小児患者 10 倍 増加 い 現状 紹介 医療 進
歩 社会制度や法律 追い い い い状況 あ 今後 学校へ通う高度 医療的ケア児 増加

そう 1960 年当時 日本 乳児死亡率 39.8 対 1000 人比 6 万９千人弱 2015 年死亡
率 1.9 下 長野県 1.6 全国 1位 低 そう う 状況 出生児 95万
人 3～５％ 先天性疾患 持 そ 原因 内訳 染色体疾患 25％ 多因子遺伝疾患 40％ 単一遺伝子
疾患 20％ 研究報告 示 小児医療 進歩 先天性疾患 持 子 90％以上 成
人 移行医療 ラン ッ ョン 不可欠 い 慢性的 問題 持 子

CSHCN : Children with Special Health Care Needs 3人 1人 何 支援 必要 い 指摘



 

ケア体制 充実 せ NPO 看護師 保護者 代理 学校へ入 方法 検討 実現 い
医療的ケア 在 方 検討 い 報告 あ  

学校 関係 学習や教育 妨 原因 22q11.2 欠失症候群 22q11.2DS あ 説明
 

 
北村千章 22q11.2欠失症候群の子どもに対す 学習サポー ガイ よ 抜粋  

北村 22q11.２DS サポポー チーム代表 務 子 や家族 活動 い
22q11.２DS 発達 行動 発話 言語 人格 気分 学習 注意力 気質 大 影響 与え 遺伝性疾患
日本 1991 年 診断 ータ い状況 説明 生徒や子 引 起 問
題行動 そ 原因 あ 遺伝性疾患 原因 あ 可能性 あ 私 教職員 医療的 視点

指導 常 意識 教育活動 当 い 感 22q11.２DS 関心 あ 方 NPO法人
親子 未来 支え 会 北村千章 連絡  

 
高水 須坂支部教文 務局長 部和子 報告 県 務局  


